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浸透 動 詞 「しみ る」 を め ぐっ て
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1。
談橋 『大漢和辞 典』(「索引」)では,日 本語動詞 「しみ る」 に 「印」・
「沁」・「浬」・「痢(辣)」の漢字 を配す。 その他,関 連語 の 「しみ こませ る」
に 「鼠」,「しみ こむ」 に 「浸」・「滴」。「演」・「酒」・「灘」,「しみわた る」
に 「涛」,「しむ」 に 「染」 を当 ててい る。 一方,『 日本 国語大辞典』 は
「しみる」に 「染」・「沿」・「浸」・「滲」の漢字 を与 える。 しか し,そ の派
生語である 「しみい る」・「しみ かえる」・「しみ こむ」等 の語 の 「しみ一 」
の部分 に どの漢掌 を当て るかは余 りはっき 勢していない。本稿 では,こ の
ような漢掌 の使い分 け も含め て,目 本語 の 「しみ るJと 現 代漢語 のそれ と
を対照 してみたい。 なお,「浸 透動詞」・とは,後 述す る」連 の動詞 につ い
て,わ れ われ が与 えた仮 りの名称 である。
2,
日本語 の 「しみる」 は主 とレて,あ る物質が ある物体 に浸 透す る時,お
よぴある物体 が人間 の 諸器 官あ る種 の刺 激 を与 え る時に用い られジ また,
抽象的 には,相 手 の好意 な どがこち らの心 に 「しみ る」時 に も用 い られ
る.こ うした 「しみる」=「浸透」 の意味 を表す派生語 には次 のよ うなもの
がある(F日本 国語大辞典』)。
(しみい る)/(しみか える)/しみ こむ/し み だす/し みつ く/(しみ づ
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く)/(しみ てる)/しみ でる/し み とお る!(.しみ ふ か し)/(しみ ま さ
る〉ノしみわた る[(目)内 は古譜1.
と こ ろ で,目 本語 の 「しみ る」 の代表 的表記に,「 染」・「沁」・丁浸」・
「滲」 の四種 の漢字 がある.ことは前述 した とお りで ある。 まず・ 古 代中国
語 では どの ようにな ってい るのか眺 めておきたい(以下,.それぞれ の 語義
は 『大漢和辞 典』,学灯社 藤 堂 『漢 字語 源辞典凸 平凡社 白川 『字統』 に
よる〉。 「染」には大別 して,二 種 の意味 がある。一 つは 「そめる」・「ひた
す」・「つ ける」 の意,・今一つは 「そ まる」・「しむ」・「いろづ く」 の意 であ
る。 「沿」には,「 ひたす」!「しみ こむ」(「浸」 に通 ず る)・「しみで るJの
意味が ある。 「浸」 には,「 ひたす」/「ひた る」,「しみ こむ」目/「に じむ」,
「うるおす」/「うるお う」 のよ うな意 味が ある。「滲」 には 「こす」/「しみ
こむ」・「に じむ」の意味があ る。 ここで注意 しておかな くてはな らないこ
とは,中 国語 の側には 自動 詞 と他動詞 の両方 の意 味 を持 った語 が多い こ と
で ある。すなわ ち中国語では,自 ・他 の区別 は多 くの揚合,語 順 等 によっ
て これが行われ るわ けで,目 本語 のよ うに,語 形 の変化 に よづて行 われ る
の.では ない のであるo
例 えぱ,「染」 は,「そ める」・「ひ たす」.ひ「い ろづけ る」・「けがす」 を第
一義(他動詞)と して,「そ ま る」・「しむ」・「いろづ く」 を第二 義(自動詞)
としている。 「沁」 は 「ひたす」 が他動詞 で,「 しみ こむ」が 自動詞 であ
る。 「浸 」は 「ひたす」・「うるおす」が他動詞,「 ひた る」・「しみ こむ」・
「に じむ う」 るお うはいずれ も自動詞 とい うこ とになる。 「滲」 は 「こす」
が他勤詞,「 しみ こむ」・「にじむ」が 自動詞 である、「沁」は 「ひたす」 ぶ
他動詞でシ 「しみ こむ」・「しみでる」 が自動詞 とい うこ とにな る。 このよ
うな意味で,日 本語 自動詞 「しむ」(「しみ る」)に四種 の漢字 が 与 え られ
た のであろ う。
さらに言 えぱ,同 じ漢字に様々な字 訓が与 え られ る原 因 の一つ に,自 ・
他 の区別 を 日本語 の側 では厳密に行 わなければ ならない事 情 を挙 げるこ と
もできよ う。角川 『古語大辞典』 は 「能動者(あ る物質)を主 とす る揚合 に
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『浸』・『浴』 など の字,受 動者(封象)を主 にずる場合 に 『染 』の字 で表記
す ることが 多い」 とす る態度 をとってい る。目・今見 て来た ことからすれ ば,
当然 「滲」 も 「能動者 を主 とす る」ケースに入 らなければな らない6.
なお7」「しみ る」.の古語 「しむ」目は..「洛」・「浸」・「滲 」の語音lts,igml・
ltslaml・[fie皿1に近 く,「染」'も[sigm](宇音は,藤 堂前掲書,'および学
研 藤堂 ア漢和大辞典』 によ・る「〉』とい うことにな って,目いずれ も[一i瓠n]の
音 およびその近似音 を共通に持 うてい る。・1-iom1とlriemlとは,発 音 に
よっては 「ツ ィアム」・「シィィ目ムゴr.「シム」ラ「シィオム」・「ソム」 とな る
可能性 もあるが,丁 しむ」,「そむ」が漢宇音 から来 た ものか どうかについ
ては後稿 を期 したい。
3り.
現代 漢語 に おいて も,r日本 語動詞 「しみ る」・に対 して,何 種 かの表現方
法 がある。一つは 「しみ る」 に対応 する中国語動詞 を用 いた もの,今 一つ
は,そ の大 意 をと.り他 の表現 を取 った ものである6以 下,例 を挙 げなが ら
眺めてゆきたい(中国語 の語例は多 く,岩 波 『目中辞典』,.東方 『漢 日辞












イン クが紙 に しみる。/π墨水潤(涯〉籔 。
額 に汗 がに じみ出た・/額上沁出 了汗珠・
汗 溝洋服 に しみ る。,1汗水浸湿衣服。 ・
雪 が解 けて土に しみた。/雪 化了滲到了土里。1
煙 が 目に しみ る。/姻喰煙晴。
玉 ねぎが 目に しみる。!目葱共辣 眼晴。目
甘 い ものが歯 に しみ る。/甜 食刺牙,
冷 たい飛が骨身 に しみ る。/寒 風刺骨。
目の光 が 目に しみ る。/太 阻光 晃眼晴。
石鹸 が 目に しみ る。ソ 肥皇水栄眼購。
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11.そ の教訓 が胸 に しみた./那 杢教訓銘 刻在心 。
12乙目悪習 に しみ る。/染上悪刃。
の うちで は,1-4ま でが前者 であ り,5-10は後者 とv・うことにな る。た
だン12はその両方 にまたが っている とい ってもよいで あろ うじ
1の 「涯(洒)」は(以下,語 釈は商劣印令第 『現代汲悟凋典』に よ り,.翻
訳は筆者た ちが行 った。)
液体落在蟹 上向四外散升或浸透;/液 体 が紙 の上 に 落 ちて,四 方 に 散
開す ること,或 いは浸(滲)透す るこ と;
とあ るように,イ ンクなどの液体 が目「に じむ」 こ.とを言 う。・「に じむ」は
表 面か ら見れば,四 方に拡散 するこ とで もある し,㌧内部 か ら見 ればゴ浸 透
して来 ることを言 うわ けである。 「潭(潤)」は古代 中国語 では 「ふ さ ぐ」・
「しずむ」 とい う他動詞的 な意味 を持 っていたが,後 世,前 掲 の意味 どな
った ものであ る。
24)「享さ」 シま,
(香気,液 体等〉浸入或透 出i/(いい匂いや液体等が)しみ込 んだ 鉱 し
み出た りす る こと3
とあ るよ うに,古 代中国語の他動詞的意昧合 い を薄 め る(「ひたす」 の意
味 は方言 に残 るのみ〉。 なおy「沁」 と間違 えられ るものに 「泌」 があ る。
これは 「に じみで る」めではな く,狭 い隙間 を永 な どが勢 いよ く出るこ と
を言 う。 した がってチ厳 密 な意味で は,わ れわれ の考 える浸透動詞 の範疇
に入 れる ことはできない。
3のr浸 」は,
泡在液体里;/液 体 の中につけ るこ と3
液体浸入3/液 体 解 しみ こむ こ と3
逐漸;/段 々,い よいよ5
のよ うに・・「つ ける」・「ひたす⊥を第」義 と し,rしみる」・rしみ こむ」・を
第 二義 とす る。 「段 々」,「い よい よ」は さらに引伸 された意味で ある。 こ
れ は古代 中国語 とも構造 を等 しくしてい る。
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斗の 「滲」 は,
液体慢慢地透過 或漏出;ノ 液体が ゆづ くり,と,しみで るこ、と・.あるい は
漏れ ること;
とあるように,'古代漢語 におけ る他 動詞 的意味,'「ごす」 の意味合 いを薄
めてい るD
5の 「喰」は,方 言的色彩が多分 に濃 いが,一 応挙げ てお く。・・元 来 は以
下 の,ように,
有刺激 睦『体遊入 呼吸器 官而感覚鮭受1.ノ刺激性 の あ る気体 溺呼吸器
官 に入 りこんで,、耐 え難 く感 じる こと3
煙 や強 い刺激性 のある匂 い を嗅 ぐこ とによって・藍 せた りす ること.を言 う
わけであ るが,目北京地方 などでは これ を 「しみ る」』の意味で 使 づてい る
(張福琴)。
6の 「辣」は,
辣 味刺激(口,鼻 或 眼晴)評 辛み のあるものが(口,鼻 或 いは 目を)刺激
す ることあ り,
7の 「刺」 は,
.刺激1.ノ刺激 す るこ と1
とある昌 ともにある物質 が刺激 を与 え ることによって,痛 みな どの感覚が
起 きる ことを言 う。動詞 「辣」 の揚合,形 容詞 「辣」か ら類推 が利 くよ う
に,「 しよ うが,に んに く,と うが らし」な どに よ?て 引 き起 こされ る感
覚 である。 また,動 詞 「刺 」の場合は,身 体 のある部分 に刺激 が与 え られ
て起 こる感覚であ るため,「 しみ る」の中国語 としては,6.の 「辣」同様,
必 ず しも唯一の ものではない(後 の例,参 照)。
9の 「晃」は,
(光芒)囚雇1/(光線 が)きらめ くこと3

















の意味がある。古代中国華の意球 ともそれほど掛 け離れてい首とは思 え牟
い。.こζでは勿論後者g意 味であってジ 「募レ>習慣」が 「心」に入ρて来
て,悪 レ)影響 を与えることを言っている。.先に12が 「し遜る」に対店す
る動詞であるとともに,大意塗取った言い方であるど述べ之が,現代中国
語では 「染」が具体的に 「しみる」 とい う動作 を表すより,抽象的な意味
を表すことを言 ったのである。
4.
次 いで,動 詞 「しみ る」(「しむ」)か ら派生 してで きた と思 われる 「し
み こむ」・「しみつ く」・「しみでる」・「しみ・とお る」 「しみ わ た る」 な どに
つい て眺 めてみた い。 ごれ目ら'はいず れ も 「浸透動詞」 で ある。
「しみ こむ」は,「染み込む」・「沁み込 む」と表 記 されるこ とが多 い。 「こ
む」 は 「こめる」ゴ1め古語形 で,,「中に入 れ る」・「中 に何 かが入 ウた 状 態」
などを表 している。.そこか ら,水5煙 り,r香りな どがあ る物 質 の中に深 く
入 って しま うこ とを表 す.とともに,抽 象的 には,思 想 ・.教訓 ・習慣 な どが
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人の心 に深 く入 っで中に止 まってい ることを表 してい る。角川 『古語大辞
典』 の解釈 に従 えば,前 者 に 「浸 」 を当 て,後 者 に・「染」 を当てるべ きで
あろ う.。
例 えば,
13.靴 の中に水 が しみ こんで きた。/水 滲遊軽 里。目
14.水 が土 に しみ こむ。!水滲入土 中。
目15.イ ンクが畳み に しみ こむ。/墨 水滲入席子 。・
・16.目彼 の純真 な心 に 悪い習慣が しみ こんだ。/他 鏡詰 的心里(沽)染上
了杯刃慣。
17.そ の言葉が 深 く私 の心に しみ こんでい る。/那 句活 深深 地刻 在脳
子里。
のようになる。13・14では,動 詞 「滲」 に趨 向詞 「遊」・「入」 を付 けて}
「しみ こむ」 の意味 をあ らわ している。 それは,目日本語 が 「しみ る」+「こ
む」 の構造 を取 るの とよ く似 てい る。 また,習 慣的 にrし み こむ」 め揚合
は,「 染」目(浩染)を用 い るとともに,動 作 ・行為 があ る対象 に友 帆 しか
もそれが持続 してい る ことを表す接尾辞 の'「上」 を用 いて,表 し七い る。
要す るに,目「しみ こむ」は 「深 ぐしみ る」 とい うことであ って,目図4の よ
うになるで あろ うQ
図 一1
.「しみつ く」 は 「染 み付 く」,「染み着 く」 な どと表 記 され るで あ ろ う。
「つ く⊥ は汚 れや匂い,し み な どが表面 に付着 した り,しみ こんで取 れな く
なることを表す。 この場合,多 くは マイナス の意味 で用 い られる。
一22牛一一
例 えば,
18・.醤油 を こぼ した 跡 が しみっい て とれない。・./滴上的醤油痕跡 洗不
樟 。
19,た ばこのヤニ.が壁 に しみついて とれない。/姻 把培上燃了。
20・学生時代 に染 み付 いた朝寝坊 が今 となって も抜 けない。/到 了現
在,逐 没悼下 了学生時代界成了睡瀬覚的毛病。
2L染 み付 いた役人根性は 洗 い流 そ うとして も流 せない。/多 年形成
的官僚作風想改 也根雅改捧。.
な どのよ うに,中 国語訳で きるであ ろ う。18は 「しみつ いて とれない」を
「洗 っ ても落 ちない」 と意訳 している。19は 「しみつ い て とれ な い」 を
「煙草 の煙 り目は壁 をいぶ して真 っ黒 に した」1と意訳 す'る。17は 「染み付 い
た朝寝坊」 をr身 につけ(養成)た朝寝坊」(睡瀬覚)」と意訳す る。20も同
様 に 『多年形成 」目を 「しみつ く」 の意 に 取 ってい るわ けで ある。 要す る
に,'「しみつ く」が持 ってい る,悪 い こと ・ものがつ く,悪 い習慣 な どが
身 につ くとい う意味 を忠実 に訳 し替 えてい る とい って も よ い で あ ろ う。








「しみ でる」 は 「しみ てでる」 の意味 で,内 側 にあ る液体 な どが外側 に
出て くることを表 す。 この揚合,「 に じむ」で表 す こ とも多 い。 「に じむ」
もこうした意味で,「 浸透動詞」 と言 える。 その語源 は判 明 していないよ
うで あるが,わ れわれは格助詞 「に」+「しむ」 の可能性 を考慮中で ある。
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一般的に 「しむ」 は上 か ら下へ・ 「に じむ」 は下か ら上 へ とい う語感 が あ
る。 「染」・「潜 」・「浸」・「滲」に 「しむ」 の訓 を与 え,逆 方 向を表す の に
敢 えて 「に じむ」の訓 を与 えたのではないだろ うか。
「に じむ」 が人間 に関す る事象 に比較的多 く用 いられ るのに対一して,「し
みで る」はそれ以外 ㊨時に用 い られ るよ うであ る。 また,「 し易で る」は
「しみだす」 ともよ く似 てお り,目ともに自動詞.として用 い られている。 「だ
す(いだす)」は元来池 動詞 ではあるが,目自然現 象 を表す こ とに ょ 窮 自動
詞 となった とい うべ きであ ろ うか。ただ,丁副 し始 め 多」の意昧 の 「一
だす」 との違 いは,文 脈 の助 けが得 られ るか否か にあ るで あろ う。
例 えば,
22乙原 油が 砂漠 の砂 の上 に しみで(だ し〉ていた。/原 油杁沙漠 里滲出
了。目
23,壁 の上 にはお化 けのよ うな 模様が しみでていた。/象 魔鬼似的團
夙培上浸 出了。
2尋・ 見 る とひ ざ小僧 に血 がに じんで いた。ノ看膝差上沁出了血瑳 。
25,白 い包帯 は しみ だ した 鮮 血で真 り赤 にな っていた。./温出的血染
紅 了 白色的翻帯 。
のようにな るであ ろう。や は り,「一 で る」'の意味 を表す場合,中 国諾
では,い ずれ も動詞 の後置成分 である 「出」 を用いて表現す る。22・23の
よ うに無生物 が 「しみ てで る」揚合,「 滲」・「浸」 を用 い,24・25のよ う




しみ とおる」.』は,液 体や気体な どが物質 の中に深 く浸透 する こと,.裏側
まで十分 に しみ ること,比 喩的には心 に強 く感 じるこ.とを表す。 「一 と
おる」は ある物質があ る領域 を経 て一方 か ら飽 方 へ 抜 け る こ.とを表 し,
「染 み透 る」,「沁 み透 る」,で表 記 される。
例 えぱ,
26.1汗が上着 に しみ とお.った。/汗水湿透 了外衣。
27.イ ンクが紙 に しみ とおる。/墨水洒透 了蟹 、
28.寒 さが骨 の髄 まで しみ とお る。/冷透骨髄 。
29..あり.がた さが身 に・しみ とおる.!銘 感肺臆 。
「しみ とおる』目は,.ある物質が 表面 か ら入 り込 んで裏側 まで浸透す るこ
とを表 すか ら,図 一4のように表す ことがで きる で あ ろ う。 現代 中国譜で
図 一牛
「透」は 「とおる」・「つきぬける」 の意味 の外 に,動 詞 の補 語 として・「極
限 に達 する」 意 隊 を表 す こ ともあ る。26・27・28の用例 は これ に 当た る
であろ う。 濠お,目29は四字句 の常套 的表現 である目。…
「しみわた る」は 「染 み渡 る」 と表記 され,「すみず みまです っか 勢染み
込 む」 の意味 を表す5補 助動詞 「一 わた る』 が 「徹底的 に!一極度 に一
す る/.になる」 を意味 してい るわけである目。
例 えぱ,
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30、彼 の好意が人々の心 に しみわた った。/他 的好意深入人心。.
・31・十月 にな9,北 京北郊は満山,紅 葉 の色 に七 みわた った。/目到十
月 了,目北京北郊溝山紅遍。
32・.傷の痛みが しみわた った。../侮口疹痛 向周 囹サ散 。
33・酒 が五臓 六臆 に しみわたった。/酒暖遍全身 了占
のように表現 す ることもできる。いずれ も大 意 をとった ものである。30の
「深入ゴ は 「心 に深 く入 る」等「しみわた る」 ことで あ り,51の 「紅遍」 は
「遍 く紅い」(「辺 り一面紅い」 の意)の味 を取 った 意訳 である6.32の'「折
散」,33の 「遍は 「しみわたる」の 広が る意味 を取 った ものである。目われ
われは,こ うした意訳 による語,.「入」・「遍」・「『散」 を中国語 にお ける




目現代 中国語 ではゲ 古代中国語 の語彙,「 染」・「浸」・「滲」・「沁」..塗引 き
継 ぎなが ら,新 しい語彙 の 「洒」等 を:入れ て,今 日の 「浸透動詞」の体 系
を構成 してい るわけである。一方,現 代 日本語では,「 しみ る」 は 「染」・
「浸」 の二字で表す(『常用漢宇表』〉。 この 「染」・「浸」宇1:ま二で見たよ う
に,「 しみ る」 の持 つ意味 をほぼカバ ーす ることがで きる。そ の意味では、
『常用漢字 表』 の精神に合致 してい る とい って よい。 しかし,原 漢宇の持
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つ意 味に近い表 記 をす るた め に,峠,「沁」・.「滲」,とい った 『常用漢字 表』
表 外字 を用 い なければな らない こ とになる。
日本 語 の浸透動詞 「しみる」の特徴 は諸例 を見れ ば分 かる とお 窮 「一
ガ しみ る」,「一 ガr二 しみ る」(「一 二一 ガ しみ る」)のようにシ主
格 を 「ガ格」 も表 し,そ の揚所=対 象 を 「二格 」で表す点 にあ るb現 代 中
国語では,最 も基本的 な構文 は 「(しみた り,に じん だ りす る)物質」+「浸
透 動詞』+「(しみた り,に じんだ りす る)揚所 」 で表 す(例文1,3,尋,5,6,
7等)。 また,「 存現 文」 の構 造 を取 る場合は,「(しみた り,に じん だ りす
る)場所」+「浸透動詞」÷「(しみた り,に じん だ りす る)物質」 とな る(例文
2,16,23)。中国語 の 「存現文」 と目本語 の 「存現文」 との比較 につい て》
ここでは詳 しくは述 べない が,存 在,出 現,自 然現象等 を表現す る時,両
者 にはそれぞれ の方法 が ある。それは簡単に言 えば,日 本語 では 「は」 と
「が」 を使 い分 けるこ と,中 国語では 動詞 の位置 を替 える ことによって行
って い る わ け で ある(鈴木 「存現結構 につい て」,「初級 文型 の日中対 照」
等 参照)。
そ の他,「 在 字句」 を取 る場合や 「杁 字句」 を取 る場合 もあ る。 「在字
句 」 のケースでは 「浸透動詞」 以外 の 動詞 を用い るこ とがあ り(例文11,
17),「在」 の持 つ場所性 の方 が強調 され るこ とにな り,「杁 宇句」 のケ ー
スでは,「 夙」 字 の持つ起点的意識=場 所意識 が強 くな る で あ ろ う(例文
22,23)。た だ,浸 透動詞 の用い られた 「杁字句」では 「杁」字 を取 り去 っ
て,基 本構文や存現 文 に構 造 を改 め るこ ともで きる。
こ うした意味では,現 代 中国語 のほ うが多 くの表 現方法 をもってい る と
言 う目こ とがで きる。それは実 は,中 国語 が 日本 語に比べて構造 的言語 で あ
るこ とを物語 ってい るのではな い だ ろ うか。 対 してか 目本 語では 「しみ
る」に多 くの派生語 を持 ってい る。派 生語ので き方 も,動 詞 に他 の成 分 を
付 け加 える といった粘着的特徴 をよ く表 してい る よ うに思 わ れ る。む ろ
ん,四 で も述べた よ うに,中 国語 に も動詞 の後 置(補語)成分はあ る。 しか
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